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分科会番号 １３  分科会名 能力・発達・学習と評価 

 

苦手な活動にも安心して取り組み、主体的に学ぶ児童・生徒の育成 

～児童・生徒の特性の理解を生かした学習指導や支援の工夫～ 

 

１ 主題設定の理由 

現代の教育現場では、児童・生徒が主体的に学び、苦手な活動にも安心して取り組むこ

とが求められている。そのためには、全ての児童・生徒が同じ方法で学ぶわけではなく、

それぞれの特性や個性に応じた学習指導や支援が必要である。特に、苦手な活動に対する

不安感やストレスは、学習意欲を低下させる要因となり得るため、児童・生徒の特性を把

握し、それぞれの児童・生徒の苦手な活動や場面に合わせて学習指導や支援をすることが

重要である。 

知多市の児童・生徒は、学習課題に対して一生懸命、取り組もうとするものの、苦手な

活動に対しては消極的になってしまったり、外国籍児童・生徒であるがゆえに理解が難し

かったりする場合が多い。また、得意なことと、不得意なことの差が大きく、学習に困り

感をもつ児童・生徒も増えてきている。そこで、「苦手な活動にも安心して取り組み、主

体的に学ぶ児童・生徒の育成」を研究テーマとし、児童・生徒の「できそうだ」という安

心感や、「分かった」「できた」を目指し、本研究に取り組むこととした。 

２ 研究の構想 

(1) 目指す児童・生徒像 

本研究で目指す児童・生徒像を次のように設定した。 

 

(2) 研究の仮説 

学級の児童・生徒の特性を理解し、苦手な活動への適切な支援を行えば、児童・生

徒は不安感が減り、主体的に学習に参加することができるであろう。 

(3) 研究の手だて 

本研究では、次の二つの手だてで研究を進める。 
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【手だて①】 授業や日常生活の様子を観察したり、学年主任や特別支援コーディ

ネーター、通級指導担当者等と協力したりすることで、学級や児童・

生徒の特性を把握する。 

【手だて②】 児童・生徒がつまずきそうな活動や場面を想定し、適切な学習指導

や支援を行う。 

(4) 研究構想図 

３ 研究の実際 

(1) つつじが丘小学校 小１「ひきざん（１）」の実践 

実践校の一つである、つつじが丘小学校には外国籍児童が多く在籍し、実践を行っ

た１年生の学級にも外国籍児童が４名、日本語の理解が難しい児童が２名いる。外国

籍児童の一人である児童Ａは、私語が多く、なかなか授業に集中することができず、

平仮名や数唱も苦手である。そのため、児童Ａへの支援の仕方について、学年主任や

特別支援コーディネーターに相談しながら検討をした。 

そこで、算数科の授業では、どんなときに数が増えて、どんなときに数が減るのか

を児童Ａが理解しやすいように「たしざんことば」と「ひきざんことば」を掲示する

ことにした【資料１】。児童Ａは「たしざんことば」や「ひきざんことば」の掲示を

確認しながら、式を立てることができた。 

 
 

苦手な活動にもあきらめることなく取り組み、主体的に学ぼうとする児童・生徒  

 

 

主体的に学習しようとする気持ち 「分かった」「できた」という喜び 

「できそうだ」という安心感 

目指す児童・生徒像  

 

 

【手だて②】つまずきそうな活動や場面への 

  適切な学習指導や支援 

 
【手だて①】学級や児童・生徒の特性を把握 

学級や児童・生徒の特性の把握 

苦手な活動や場面への不安感を抱えている児童・生徒  

苦手な活動に消極的である 外国籍児童・生徒であるがゆえに理解が難しい 
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そして、板書はイラストや数図ブロックを使うことで

視覚的に理解しやすいようにした【資料２】。板書に合

わせて児童Ａも同じように数図ブロックを動かすことが

できたため、安心して学習を進めることができた。 

また、数図ブロックを動かす際に、教科書上での操作

では数図ブロックが動いてしまうこともあるため、ワー

クシートを作成した。ワークシートは黒板の配置と同じ

になるように作成し、学習している問題や記入する箇所

が分からなくなるつまずきを減らし

た【資料３】。このような児童Ａの

つまずきを想定した支援を行ったと

ころ、児童Ａは記入する箇所を間違

えることなく、式と答えを自力で書

くことができた。 

児童Ａのつまずきを想定して支援

を行ったが、児童Ａ以外の児童も、

式を立てるときに「たしざんこと

ば」と「ひきざんことば」を確認す

る姿が見られた。板書に対応したワ

ークシートがあることで書くところ

が分かりやすく、すぐにワークシー

トに式と答えを書き込むことができ

た児童が多かった。児童Ａへの手だ

てが、その他の多くの児童にとって

も有効であったと言える。 

(2) 旭北小学校 特別支援学級「１けたでわるわり算の筆算」の実践 

学習に対して苦手意識を感じやすい特別支援学級（知的学級）への実践も行った。

旭北小学校の特別支援学級の４年生の児童３名は、学習の理解度が児童によって異な

るが、一緒に学習をしている。算数科の学習における児童Ｂ、Ｃ、Ｄの実態について

は以下の【資料４】のとおりである。 

【資料４】児童Ｂ、Ｃ、Ｄの実態 

児童Ｂ 児童Ｃ 児童Ｄ 

難しいと感じたときには

「やりたくない」と言って

やる気がなくなる。 

九九がある程度できるも

のの、自信がなく、集中し

続けることが難しい。 

学習に対して意欲的では

あるが、九九を覚えること

に苦手意識をもっている。 

【資料２】イラストや数図ブロックを用いた板書 

【資料３】板書に対応させたワークシート 

【資料１】「たしざんことば」

「ひきざんことば」 
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「１けたでわるわり算の筆算」では、始めから「割り算が嫌だな。九九が苦手だか

ら。」という発言があったため、九九表を用意し、少しでも安心感をもたせて学習を

進められるようにした。 

筆算の指導を何度か行ったところ、どの児童も、立てる

数が分からなくなってしまうという課題が見えてきた。そ

こで、「７２÷３」の筆算のときには割られる数の２を隠

し、「７÷３」に見えるようにすることで【資料５】、九九

が定着していない児童Ｄでも九九表を見て「３の段で７に

一番近い数は３×２の６だ。」と自力で立てる数を見つけることができた。 

また、少しでも達成感が自信につながるように、自

力で正答したときには花丸をつけたところ、どの児童

も集中が持続し、最後まで課題に取り組む姿が見られ

た【資料６】。 

このように、児童のつまずきを想定して支援をすることで、どの児童も意欲的に取

り組む姿が多く見られるようになった。特に、児童Ｂが「やりたくない」とつぶやく

回数が減ったことから、「できた」という経験の積み重ねが「やればできそうだ」に

つながったと言える。 

(3) 八幡中学校 中１「文字の式」の実践 

八幡中学校の１年生は、数学科の学習に対して苦手意識が顕著であった。数学科は

他教科と比べて答えが明確で正解不正解がはっきりする問題が多いため、小学校の算

数が苦手であった生徒は、中学校入学後に「できないかもしれない」という不安感が

強まることが予想された。 

そこで、「自分だけができていない」という不安

感を与えることがないように、座席配置をコの字型

にし、授業中の活動全てで、友達の表情や様子を互

いに見られるようにした【資料７】。 

また、解法に自信がない生徒や、問題への取り組

み方の見通しをもつことができない生徒に対して、

授業の導入で本時にかかわる既習内容を振り返り、

生徒が学習課題に安心して取り組むことができるよ

うにした【資料８】。そして、その内容をワークシ

ートや黒板、電子黒板に目に見える形で残すことで

不安感を感じても、いつでも既習内容を確認するこ

とができるようにした。 

さらに、自らの学習を客観的に振り返ることがで

【資料５】立てる数への支援 

【資料６】花丸で集中が持続した 

【資料７】コの字型の座席配置 

【資料８】既習内容の振り返り 
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きるように、本時の学習状況を可視化させる指導も行った。【資料９】のように、自

力で問題を解くことができたのか、友達の意見を聞いて理解することができたのかな

どを記号で問題の横に記入させた。 

括弧のある文字式が二つ並ぶ計算問題の授業

では、【資料 10】のように「自力では難しかっ

たが、友達に聞いて問題を解くことができ、そ

の後、友達に問題の解き方を伝えることができ

た」と、学習状況の可視化をさせることができ

た。生徒それぞれがどのように学習を進めたの

かが一目で分かり、学習でつまずいている生徒を把握して助言することにも役に立っ

た。 

このように、生徒の不安感を減らしたことで

生徒は意欲的に取り組むことができ、学習状況

を可視化させたことで、生徒一人一人のつまず

きを把握することができた。また、生徒が答え

たアンケートからは理解が深まったことが分か

った【資料 11】。 

(4) 岡田小学校 小５「合同な図形」の実践 

小学校５年生の算数科の実践においては、計算力がある児童が多くいるものの、九

九を理解できていない児童も数名おり、学力差が大きい実態があった。特に、【資料

12】に挙げた児童Ｅ、Ｆ、Ｇへの支援が必要であった。 

【資料 12】児童Ｅ、Ｆ、Ｇの実態 

児童Ｅ 児童Ｆ 児童Ｇ 

算数科の基礎学力が低い

ため、意欲的に参加するこ

とができない。 

問題を間違えたり、分か

らなくなったりすると学習

をあきらめてしまう。 

学習に対して意欲的では

あるが、教師の指示を理解

できないときがある。 

三角形の内角の和が 180 度になることを調べる学習では、児童Ｅ、Ｆ、Ｇが安心し

て学習を進めていくことができるように、グループで活動させた【資料 13】。児童Ｅ

とＦは、同じグループの児童の様子を見たり、教師の助言を聞いたりしながら、補助

【資料９】学習状況の可視化の記号 

 自力で解くことができた  

難しいと感じた（自力で解けなかった）  

友達の意見を聞いて理解することができた 
 

(赤色) 

友達に考えを伝えることができた 
 

(青色) 

【資料 11】学習内容を理解することが 

  できたかのアンケート 

 実践前 実践後 

とてもそう思う ３０名 ４２名 

ややそう思う ４１名 ３２名 

あまりそう思わない ６名 ３名 

【資料 10】学習状況の可視化の様子 

(赤 )(青 ) 
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線付きの分度器を使って三角形の内角の和に迫ることが

できた【資料 14】。また、計算が苦手な児童も問題を解

くことができるように、難易度の異なる練習問題を用意

した【資料 15】。その結果、児童Ｇは難易度の高い練習

問題を解くことができた。その他の計算力がある児童に

とっても難易度の高

い問題があることで

意欲をもって学習に

取り組むことができ

た。 

４ 研究のまとめ 

本研究では、４月からの学校生活の中で特に苦手意識が顕著であった、小学校１年生と

５年生、中学校１年生、特別支援学級を中心に進めた。どの実践においても、授業開始時

に児童・生徒が「できないかもしれない」という不安感を抱えていることが分かった。小

学校１年生への実践では、児童Ａがなかなか授業に集中することができず、平仮名や数唱

も苦手であるという実態を把握できていたからこそ、児童Ａの苦手な活動や場面に合わせ

た支援を検討することができた。特別支援学級への実践では、３名の児童それぞれの実態

を把握できたことで、「割り算が嫌だな」と発言した後にも学習をやり遂げることができ 

た。小学校５年生の実践では、グループ活動や難易度の異なる練習問題を用意したことで、 

３名の児童は意欲をもって学習に参加することができた。そのため、【手だて①】として

掲げた、児童・生徒の苦手な活動や場面を把握することが有効であったと言える。 

また、【手だて②】として掲げた、児童・生徒の苦手な活動や場面を想定した学習指導

や支援も有効であったことが分かった。具体的には、小学校１年生への実践における、

「たしざんことば」「ひきざんことば」や板書と対応したワークシートの準備、特別支援 

学級への実践における九九表、中学校１年生への実践における、学習状況の可視化である。 

学習状況の可視化は、直接的な学習指導ではないが、生徒自身が自らの学習への見通しを

もつことができ、協働的な学びを進めることができたという点で効果的であった。小学校

５年生への実践における、補助線付きの分度器も角度を測ることが苦手な児童への効果的

な支援であったと考える。 

本研究では、実践の多くが算数科や数学科であったため、正解か不正解かが明確で、つ

まずきも分かりやすく、つまずきを想定した学習指導や支援につなげやすかった。また、

つまずきを想定するためには、教材研究が欠かせないことも改めて実感した。今後も各教

科の特性や想定されるつまずきについて考え、実践を積み重ねることができれば、児童・

生徒は苦手な活動や場面への不安感が減り、主体的に学習に参加することができると考え

られる。これからも実践を積み重ねていきたい。 

【資料 14】補助線付きの分度器 

【資料 13】グループ活動 

【資料 15】難易度の異なる練習問題 


